
(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】  電流積算方式を主方式とし内部抵抗検出

方式を併用した電気自動車用鉛蓄電池の残存容量メータ

の改善において、

満充電完了時及び走行中の一時停止時に実行される内部

抵抗の測定に基づき定義・算出した内部抵抗率から各測

定時点の放電率を取得して、電流積算方式による電池残

存容量の推定算出を補正するようにした電気自動車用鉛

蓄電池の残存容量メータであって、

ケーブル接続される計測部、表示回路部及び表示ＬＥＤ

部の各ユニットから構成され、前記計測部がアナログ回

路部とデジタル回路部を有し、かつ、前記アナログ回路

部が抵抗器による強制放電回路と強制放電時の電圧降下

及び電流変化を検出する微分回路からなる内部抵抗検出

手段を有したことを特徴とする電気自動車用鉛蓄電池の

残存容量メータ。

【請求項２】  デジタル回路部が演算プログラムをＲＯ

Ｍに格納し、アナログ回路部に取り込まれた主蓄電池の

各測定データに基づき蓄電池使用可能容量に関する諸量

を算出するための演算手段と、その結果を表示回路部に

送信するためのシリアルデータ伝送手段を有し、

表示回路部が外部コンピュータから入力された各種設定

データを更新可能とするためのメンテナンスターミナル

を有し、

表示ＬＥＤ部が、表示回路部からの信号を受信し、少な

くとも電池容量と走行可能距離と電池交換時期を更新・

表示するための表示パネルを有したものである請求項１

記載の電気自動車用鉛蓄電池残存容量メータ。

【請求項３】  電流積算方式を主とし内部抵抗検出方式

を併用した電気自動車用鉛蓄電池の残存容量評価方法の
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第２７９１７５１号

改善において、

満充電完了時及び走行中の一時停止時に強制放電回路を

瞬時に複数回作動させ、その都度微分回路を介して電圧

降下及び電流変化を検出するとともに、これらから内部

抵抗の平均値を算出し、前記満充電完了時に算出・記憶

した内部抵抗値に対する前記一時停止時の内部抵抗値の

比を内部抵抗率として定義・算出し、この内部抵抗率に

対応する各測定時点の放電率をデータテーブルから参照

取得し、該放電率を用いて電流積算方式による電池残存

容量の推定算出を補正するようにしたことを特徴とする

電気自動車用鉛蓄電池の残存容量評価方法。

【発明の詳細な説明】

【０００１】

【産業上の利用分野】本発明は、電流積算方式を主とし

内部抵抗検出方式を併用した電気自動車用鉛蓄電池の残

存容量メータ及び残存容量評価方法の改善に係り、特に

満充電完了時及び走行中の一時停止時に実行される内部

抵抗の測定に基づき定義・算出した内部抵抗率から各測

定時点の放電率を取得して、電流積算方式による電池残

存容量の推定算出を補正するようにした電気自動車用鉛

蓄電池の残存容量メータ及び残存容量評価方法に関す

る。

【０００２】

【従来の技術】電気自動車はエネルギ利用効率が高いの

で、蓄電池の残存容量は走行状況で大きく影響を受け

る。したがって、蓄電池残存容量メータは残余走行可能

距離を推定するために不可欠な装置であり、逐次正確な

蓄電池残存容量を知得したうえで、走行状況を加味した

残余走行距離の推定がなされることが望まれてきた。

【０００３】従来の電圧検出型の蓄電池残存容量メータ

は、蓄電池の容量が走行状態（走行中の電圧変動等）に

影響され、常に残存容量表示が変化するので、残存容量

や蓄電池の寿命判定について、実用的な精度の向上を獲

得するに至らなかった。

【０００４】また、鉛蓄電池は全容量の８０％以上放電

すると寿命が著しく低下するので、全容量の８０％とな

るポイント蓄電池使用可能容量を精度よく正確に検出す

る手法が求められている。

【０００５】こうしたなかで、本出願人は、先に、電流

積算方式により残り走行区間における走行状態（走行モ

ード）に対応して予測される残余走行可能距離を高精度

で表示可能な「電気自動車用残余走行可能距離メータ

ー」を提案してきた。（特願平４－３５５２００号）

【０００６】また、走行開始時から蓄電池残存容量を表

示すると共に電気車両の実走行状態に応じて蓄電池残存

容量を演算し得るようにした「電気車両のバッテリ残存

容量表示装置」の提案があった。（特開平３－１３５３

０３号参照）

【０００７】また、電気自動車に取り付けられ、蓄電池

の残存容量計や寿命判定装置として利用可能な「データ

記憶装置」の提案があった。（特開平３－１７９６６号

参照）

【０００８】

【発明が解決しようとする課題】しかしながら、実走行

状態（走行実績）の把握や蓄電池の使用状態の解析にお

いて見るべき示唆はあるものの、電圧検出の手法に改新

的なものはなかった。すなわち、蓄電池の逐次データは

依然として走行中の電圧変動を反映するものであり、実

走行修正を施した蓄電池残存容量や全走行データ（履

歴）の入手という点に主題があった。

【０００９】また、本出願人の先の提案もこの主題に近

いものであり、走行中の電圧変動の影響を受けないで、

蓄電池残存容量を極めて精度良く知得するという課題は

残されてきた。さらに、蓄電池の全容量が把握できない

ために、全容量の８０％となるポイント蓄電池使用可能

容量が判定できないという問題もある。

【００１０】本発明はこのような事情に鑑みなされたも

のであって、精度改善に係る上記課題を解消し、満充電

完了時及び走行中の一時停止時に実行される内部抵抗の

測定に基づき定義・算出した内部抵抗率から各測定時点

の放電率を取得して、電流積算方式による電池残存容量

の推定算出を補正するようにした電気自動車用鉛蓄電池

の残存容量メータ及び残存容量評価方法を提供すること

を目的とするものである。

【００１１】

【課題を解決するための手段】上記目的を達成するため

に本発明は、満充電完了時及び走行中の一時停止時に実

行される内部抵抗の測定に基づき定義・算出した内部抵

抗率から各測定時点の放電率を取得して、電流積算方式

による電池残存容量の推定算出を補正するようにした電

気自動車用鉛蓄電池の残存容量メータであって、ケーブ

ル接続される計測部、表示回路部及び表示ＬＥＤ部の各

ユニットから構成され、前記計測部がアナログ回路部と

デジタル回路部を有し、かつ、前記アナログ回路部が抵

抗器による強制放電回路と、強制放電時の電圧降下及び

電流変化を検出する微分回路からなる内部抵抗検出手段

を有したことを特徴とするものである。

【００１２】ここで、上記構成におけるデジタル回路部

が演算プログラムをＲＯＭに格納し、アナログ回路部に

取り込まれた主蓄電池の各測定データに基づき蓄電池使

用可能容量に関する諸量を算出するための演算手段と、

その結果を表示回路部に送信するためのシリアルデータ

伝送手段を有し、表示回路部が外部コンピュータから入

力された各種設定データを更新可能とするためのメンテ

ナンスターミナルを有し、表示ＬＥＤ部が、表示回路部

からの信号を受信し、少なくとも電池容量と走行可能距

離と電池交換時期を更新・表示するための表示パネルを

有したものとされる。

【００１３】また、上記残存容量メータを技術手段とし

て構成するための電気自動車用鉛蓄電池の残存容量評価

(2)

3 4

10

20

30

40

50



第２７９１７５１号

方法であって、満充電完了時及び走行中の一時停止時に

強制放電回路を瞬時に複数回作動させ、その都度微分回

路を介して電圧降下及び電流変化を検出するとともにこ

れらから内部抵抗の平均値を算出し、前記満充電完了時

に算出・記憶した内部抵抗値に対する前記一時停止時の

内部抵抗値の比を内部抵抗率として定義・算出し、この

内部抵抗率に対応する各測定時点の放電率をデータテー

ブルから参照取得し、該放電率を用いて電流積算方式に

よる電池残存容量の推定算出を補正するようにしたこと

を特徴とするものである。

【００１４】

【作用】蓄電池の電流、電圧、温度及び電池内部抵抗

（強制放電時の電圧変化量及び電流変化量から算出）を

計測し、デジタルデータ処理して蓄電池容量を算出す

る。

【００１５】ある時点での蓄電池の全容量をＡ〔Ａｈ〕

とすると、実際に使用可能な蓄電池容量（ポイント蓄電

池使用可能容量）は、前述の従来の技術で紹介した条件

からＡ×０．８〔Ａｈ〕となる。

【００１６】そこで、このポイント蓄電池使用可能容量

（０．８Ａ）の１００～３０％の範囲（i.e.放電率０～

７０％）は、蓄電池の放電電流をきめ細かく積算し、蓄

電池容量から差し引いて表示する。（電流積算方式）

【００１７】また、３０～０％の範囲（i.e.放電率７０

～１００％）では、蓄電池内部抵抗を測定し、ポイント

蓄電池使用可能容量を求め、かつ、電流積算方式で求め

た残存容量を補正して表示する。（内部抵抗検出方式）

【００１８】すなわち、イグニションキーＯＮ時又は停

車時に、電流が流れていないことを判定し、その度ごと

に蓄電池内部抵抗を測定し、測定した内部抵抗値と満充

電時の内部抵抗値の比（内部抵抗率；後述の定義参照）

が、１．２未満の時は電流積算方式で残存容量を算出

し、１．２以上の時は内部抵抗率と残存容量との関係表

（後述の図４）から残存容量を算出して表示する。

【００１９】さらに、求めた残存容量をｋｍ当たりの電

気消費率で除して、残余走行可能距離のデジタル表示す

る。そして、満充電時の容量が定格容量の５０％以下に

なった場合には警報表示をおこなう。

【００２０】

【実施例】本発明の一実施例を添付図面を参照して以下

の順序で説明する。

１  ハードウエアの概要

２  動作概要

３  ソフトウエアの概要

３－１  アルゴリズム

３－１－１  基本方針

３－１－２  各用語の定義と記号

３－１－３  残存容量の算出

３－１－４  自己放電

３－１－５  経年劣化

３－１－６  残存容量の表示方法

３－１－７  残余走行可能距離の表示方法

３－１－８  蓄電池交換時期警報の表示方法

３－２  強制放電による内部抵抗測定から主蓄電池の満

充電容量及び残存容量を推定する手法

【００２１】１  ハードウエアの概要

図１は本発明の一実施例に係る機器構成概略図であり、

図２は同じく外観図である。ここで、１が主蓄電池、２

が計測部、３が表示回路部、４が表示ＬＥＤ部、５がア

ナログ回路部、６がデジタル回路部、７が内部抵抗検出

手段、31がメンテナンスターミナル（外部コンピュータ

接続）、41が表示パネル、61がＲＯＭ、62が演算手段

（ＣＰＵ）、63がシリアルデータ伝送手段（ＳＩＯ）、

71が強制放電回路、72が微分回路及びＸが電気自動車用

鉛蓄電池残存容量メータ（本発明装置）である。

【００２２】図示するように、本発明装置（Ｘ）は、計

測部（２）、表示回路部（３）及び表示ＬＥＤ部（４）

の３ユニットから構成され、計測部（２）はアナログ回

路部（５）とデジタル回路部（６）に分かれている。

【００２３】電気自動車（側）の主蓄電池（１）から電

流、電圧及び温度の各測定データを絶縁アンプを介して

アナログ回路部（５）に取り込む。デジタル回路部

（６）では、１６ビットＣＰＵ（Ｈ８／５３６）（62）

で逐次演算し、表示回路部（３）にシリアル伝送（63）

し、表示ＬＥＤ部（４）に電池容量及び走行可能距離を

１秒ごとに更新し表示する。

【００２４】また、計測部（２）には強制放電回路（7

1）を設け、微分回路（72）により電圧変化分及び電流

変化分を検出し、主蓄電池（１）の内部抵抗を測定し、

電池容量、走行可能距離の演算に反映させる。演算用プ

ログラムはＲＯＭ（61）に格納する。

【００２５】表示回路部（３）には、メンテナンスター

ミナル（31）を設け、外部からパソコンを接続して演算

に使用する各種設定データを更新することができる。表

示用プログラムは表示用ＣＰＵ内部のＲＯＭに格納す

る。

【００２６】表示ＬＥＤ部（４）では、外部の明るさを

検出しＬＥＤの輝度を自動的に調整できるようにしてい

る。

【００２７】２  動作概要

本発明装置の動作概要を以下（１）～（６）に説明す

る。

（１）初回満充電完了後、イグニションキーＯＮし、計

測部のリセットボタンを２秒以上押すと、表示ＬＥＤ部

の電池容量が１００％、走行可能距離が６０ｋｍ（走行

時の消費電流２．０Ａｈ／ｋｍから電池容量１２０Ａｈ

を除した値）を表示する。

【００２８】（２）上記（１）を確認後、イグニション

キーＯＦＦすると、表示ＬＥＤ部が消灯する。

【００２９】（３）以後、イグニションキーＯＮ時に、
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第２７９１７５１号

電池容量と走行可能距離を表示し、１秒ごとに更新す

る。

【００３０】（４）走行時又は充電時は、電流値を細か

く積算し、電池容量を求める。スタート時イグニション

キーＯＮ又は停止時において、主蓄電池に電流が流れて

いない時は、計測部内の抵抗負荷に強制的に瞬時電流を

流し、内部抵抗を測定して電池容量を更新する。

【００３１】（５）イグニションキーＯＦＦ時、主蓄電

池に電流が流れてなく、長時間駐車されている状態の時

は、自己放電量を算出し、電池容量を減ずる。なお、自

己放電係数はメンテナンスターミナルから入力した値を

使用する。

【００３２】（６）充放電の使用回数を計測し、経年劣

化量を算出して満充電量を減ずる。なお、経年劣化係数

はメンテナンスターミナルから入力した値を使用する。

【００３３】３  ソフトウエアの概要

本発明装置のＣＰＵで電気自動車用鉛蓄電池の残存容

量、走行可能距離及び蓄電池交換時期の警報を表示する

ソフトウエアのアルゴリズムは、電流積算方式をベース

として、蓄電池内部抵抗検出方式を併用して補正をおこ

なうものである。以下に、アルゴリズムを説明する。

【００３４】３－１  アルゴリズム

３－１－１  基本方針

鉛蓄電池は、定格容量の８０％以上放電すると著しく寿

命が劣化するので、８０％放電時点（前述のポイント蓄

電池使用可能容量）を精度よく検出し、その時点でメー

タの残存容量表示を０としなければならない。

【００３５】また、鉛蓄電池は使用条件（蓄電池温度，

充放電電流，内部電解駅量等）によって取り出し可能な

電気エネルギ（蓄電池使用可能容量）が大きく変化する

ので、常に蓄電池使用可能容量を補正していく必要があ

る。そこで、蓄電池残存容量の算出に電流積算方式と内

部抵抗検出方式を併用し、蓄電池残存容量の算出精度を

高めることとする。

【００３６】すなわち、ポイント蓄電池使用可能容量の

１００～３０％の範囲までは蓄電池の放電電流をきめ細

かく積算して蓄電池容量から差し引いて（電流積算方

式）表示し、３０～０％の範囲では蓄電池内部抵抗を測

定し（内部抵抗検出方式）電流積算方式で求めた残存容

量を補正して表示する。

【００３７】３－１－２  各用語の定義と記号

以下、（１）～（13）に列挙する。

（１）残存容量〔Ａｈ〕：蓄電池の残り容量をいう。

（２）満充電容量〔ＡｈＦ〕：蓄電池を満充電した時の

全容量をいう。

（３）最小蓄電池残存容量：必ずの残さなければならな

い下限の容量をいう。通常は蓄電池の定格容量の２０％

とする。（定格容量が１５０Ａｈの蓄電池の場合、最小

蓄電池残存容量は３０Ａｈとする。）

（４）蓄電池最大使用可能容量：満充電〔ＡｈＦ〕から

最小蓄電池残存容量を引いた値をいう。

（５）蓄電池使用可能容量：残存容量〔Ａｈ〕から最小

蓄電池残存容量を引いた値をいう。

（６）満充電：蓄電池充電時において蓄電池１個当りの

端子電圧が１５Ｖ以上、充電電流が９Ａ以下の状態をも

って満充電と判定する。

（７）走行中：蓄電池から放電方向に２Ａ以上の電流が

流れている状態をいう。

（８）停止中：蓄電池電流が０～２Ａ以下の状態が２秒

間以上継続した状態をいう。

（９）基準内部抵抗〔Ｒ０〕：満充電完了直後に測定し

た内部抵抗をいう。

（10）内部抵抗率〔Ｒｒ〕：停止中に測定した内部抵抗

〔Ｒｔ〕を基準内部抵抗〔Ｒ０〕で除した値をいう。

（11）放電率〔α〕：放電量を蓄電池最大使用可能容量

で除した値をいう。

（12）自己放電量：イグニションキーＯＦＦ時に自然放

電により放電する放電量をいい、１日当り０．７５Ａｈ

とする。ただし、この自己放電量は、メンテナンスター

ミナルから任意に変更可能な設定値とされる。

（13）経年劣化量〔ｋｄ〕：蓄電池の充放電回数に伴い

満充電容量が減少する量をいい、充放電１回当り０．１

５Ａｈとする。ただし、この経年劣化量は、メンテナン

スターミナルから任意に変更可能な設定値とされる。

【００３８】３－１－３  残存容量の算出

（１）取付け時（主蓄電池の取替え時も含む。）

取付け時は電気自動車の蓄電池を満充電状態にしておく

ことを条件とする。この時の満充電容量及び残存容量

は、蓄電池の劣化度合に関わらず１５０Ａｈとし、自己

放電量及び経年劣化量は０としておく。

【００３９】（２）走行中及び停止中

残存容量の算出は電流積算方式による。算出式を以下の

式＜１＞に示す。

＜１＞Ａｈ(t) ＝Ａｈ(0) －Σ（ｋｄ・ｉｄ・Δｔ）＋

Σ（ｋｒ・ｉｒ・Δｔ）

ここで、Ａｈ(t)     ：時刻ｔにおける残存容量〔Ａ

ｈ〕

Ａｈ(0)     ：時刻０における残存容量〔Ａｈ〕

Σ（ｉｄ・Δｔ）：時刻０からｔまでに使用した電気量

Σ（ｋｒ・ｉｒ・Δｔ）：時刻０からｔまでに回生制動

で充電された電気量

ｉｄ        ：放電電流値

ｋｄ        ：放電電流係数

ｉｒ        ：回生制動電流値

ｋｒ        ：回生制動電流係数(0.8～0.9); 任意に変

更可能とする

【００４０】電流値のンプリング回数は毎秒５０００サ

ンプリングとし、その５０００サンプリングの積分値を

１秒毎の電流値とする。

ｉ．ｅ．  Ｉ＝Σｉ・Δt
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Ｉ：１秒毎の電流値 [Ａ]

ｉ：電流の瞬時値 [Ａ／Ｓ]

Δｔ：サンプリング間隔（０．２ｍＳ）

【００４１】（３）停止直後の満充電容量及び残存容量

の補正

停止直後に１回、強制放電により求めた内部抵抗率〔Ｒ

ｒ〕を基に、その時点での残存容量〔Ａｈ〕及び満充電

容量〔ＡｈＦ〕を後述の３－２の手法により補正する。

【００４２】（４）充電時

充電時も基本的には電流積算方式により計算する。式＜

２＞に充電時の残存容量〔Ａｈ〕の算出式を示す。

＜２＞Ａｈ(t) ＝Ａｈ(t1 )＋Σ（ｋｃ・ｉｃ・Δｔ）

ここで、Ａｈ(t)     ：時刻ｔにおける残存容量〔Ａ

ｈ〕

Ａｈ(t1 )    ：時刻t1における残存容量〔Ａｈ〕

Σ（ｋｃ・ｉｃ・Δｔ）：時刻t1からｔまでに充電器で

充電された電気量

ｉｃ        ：充電電流値

ｋｃ        ：充電電流係数[0.8～0.9]（メンテナンス

ターミナルより任意に変更可能）

【００４３】ただし、充電時に残存容量がその時メータ

内部に持っている満充電容量を越えた場合は、残存容量

は満充電容量と同じとする。

【００４４】また、充電時に満充電条件が成立したが、

残存容量がその時メータ内部に持っている満充電容量に

未達の場合は、その時の残存容量を満充電容量とし、満

充電されたものとする。

【００４５】また、充電時に満充電条件が不成立で、残

存容量がその時メータ内部に持っている満充電容量に未

達の場合は、満充電容量は更新せず残存容量もその時点

の容量とする。

【００４６】３－１－４  自己放電

自己放電量は、イグニションキーをＯＦＦの状態で放置

しておいた時間を分単位で計測し、その時間に１分間当

りの自己放電量（０．７５／２４×６０）を掛けた値

を、次回にイグニションキーＯＮにした時点で残存容量

から減じる。ただし、充電中に自己放電は無いものとみ

なし、イグニションキーがＯＦＦでも自己放電量のカウ

ントはおこなわない。

【００４７】３－１－５  経年劣化

放電量の累計が満充電容量を越えた場合、その時メータ

内部に持っている満充電容量ＡｈＦ(t-1) から経年劣化

量ｋｄ（０．１５Ａｈ／回）を減じた値を新しい満充電

容量ＡｈＦ(t) とする。

【００４８】放電量の累計は、満充電容量が更新された

ら０とし、その時点から放電量の累計を新たに始める。

ｉ．ｅ．  ＡｈＦ(t) ＝ＡｈＦ(t-1) －ｋｄ

ＡｈＦ(t)   ：更新された満充電容量

ＡｈＦ(t-1) ：その時メータ内部に持っている満充電容

量

ｋｄ        ：経年劣化量

【００４９】３－１－６  残存容量の表示方法

残存容量の表示は、蓄電池最大使用可能容量を１００％

とし、蓄電池最大使用可能容量に対する蓄電池使用可能

容量の割合を１０％間隔で１０個のＬＥＤで表示する。

０～１００％間は緑色表示で、０％以下は赤色表示とす

る。

【００５０】３－１－７  残余走行可能距離の表示方法

蓄電池使用可能容量を、電気消費率で除した値をｋｍ単

位で数値表示する。電気消費率は、本出願人所有の電気

自動車のシャーシダイナモ上走行試験結果から割り出し

た平均的電気消費率を、残存容量の大きさで最大３区間

に区別した表１に示す数値を用いるものとする。

【００５１】

【表１】

【００５２】３－１－８  蓄電池交換時期警報の表示方

法

蓄電池交換時期警報は、満充電容量が経年劣化等で７５

Ａｈ以下の状態が連続して１０回以上継続した場合に表

示する。

【００５３】以上のアルゴリズムに用いる各係数を表２

に、計算式を各外部事象で分類した動作モードを表３に

示す。また、本アルゴリズムの基礎となる蓄電池（ＥＤ

－１５０）の１０個直列の放電特性のグラフを図３に示

す。

【００５４】

【表２】
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【００５５】 【表３】

【００５６】３－２  強制放電による内部抵抗測定から

主蓄電池の満充電容量及び残存容量を推定する手法

以下、（１）～（４）に手順を説明する。

（１）満充電完了直後に瞬時強制放電を１０回おこな

い、その平均値の内部抵抗を基準内部抵抗値Ｒ０とす

る。（瞬時強制放電１０回の所要時間は２００ｍＳ）

【００５７】（２）主蓄電池電流０～２Ａ以内が２秒以

上継続した場合、瞬時強制放電１０回を１サンプルとし

て１回だけ実施し、その平均値から主蓄電池内部抵抗Ｒ

ｔを求め内部抵抗率を求める。

(6)
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【００５８】（３）この時、内部抵抗率〔Ｒｒ〕が１．

２P.U.以上になったら、予め実験でもとめておいた内部

抵抗率と満充電容量に対するその時点までの放電量の割

合α( 以下、放電率という。）の関係を示す放電率テー

ブル（図４）を参照し、放電率αｔを求める。なお、内

部抵抗率〔Ｒｒ〕が１．２P.U.以下の時は、満充電容量

ＡｈＦ(t) 、残存容量Ａｈ(t) とも補正をおこなわな

い。

【００５９】（４）この放電率αｔを基に、以下の

（イ）及び（ロ）に示すとおり満充電容量と残存容量を

補正する。

【００６０】（イ）満充電容量の推定方法

満充電容量をＡｈＦ(t) として、以下にその算出式を示

す。

ＡｈＦ(t) ＝Σｉｄ(t) ／αｔ

ここで、Σｉｄ(t) ：その時（時刻ｔ）までに放電した

放電量

αｔ      ：放電率

【００６１】（ロ）残存容量の推定方法

残存容量をＡｈ(t) として、以下にその算出式を示す。

  Ａｈ(t) ＝（満充電容量）－（その時までに放電した放電量）

          ＝ＡｈＦ(t) －Σｉｄ(t) 

          ＝（１／αｔ）Σｉｄ(t) －Σｉｄ(t) 

          ＝｛（１－αｔ）／αｔ｝Σｉｄ(t) 

【００６２】

【発明の効果】本発明は以上の構成よりなるものであ

り、これによれば、走行中でも残存容量を高精度で表示

することができる。したがって、運転者は安心して走行

でき、かつ、電池容量一杯まで運転できるので、電気自

動車の利用率の向上が図れる。

【００６３】また、既存の電気自動車を改造することな

く取付け容易であり、しかも小型、安価であるため電気

自動車の普及促進に寄与することが期待できる。

【図面の簡単な説明】

【図１】本発明の一実施例である機器構成概略図であ

る。

【図２】同じく外観図である。

【図３】本発明のアルゴリズムの基礎となる蓄電池

（例）の放電特性のグラフ（データプロット）である。

【図４】本発明装置が放電テーブルとして使用する内部

抵抗率と放電率の関係を示すデータプロットである。

【符号の説明】

１  主蓄電池

２  計測部

３  表示回路部

４  表示ＬＥＤ部

５  アナログ回路部

６  デジタル回路部

７  内部抵抗検出手段

31  メンテナンスターミナル（外部コンピュータ接続）

41  表示パネル

61  ＲＯＭ

62  演算手段（ＣＰＵ）

63  シリアルデータ伝送手段（ＳＩＯ）

71  強制放電回路

72  微分回路

Ｘ  電気自動車用鉛蓄電池残存容量メータ（本発明装

置）

【図２】 【図４】
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【図１】

【図３】
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